
 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査の最終日、１１月１７日（金）４校時に避難訓練（竜巻）を

実施しました。火災、地震、不審者対応などの訓練は多くの小中学

校で実施しています。竜巻については、校長先生が板櫃中に勤務し

ていた時に始めました（その時は、メディアが取材に来ました）。初め

ての訓練でしたが、きちんと参加できたでしょうか。３年生は、先生の

指示に従って、一生懸命取り組んでいました。 

竜巻が身近に迫ったときの特徴は、次のようなものです。このよう

な場合には、みなさんの身に危険が迫っています。 

◇ 雲の底から地上に伸びる漏斗状の雲を見た。    ◇ 飛散物が筒状に舞い上がるのを見た。 

◇ ゴーという音がしたのでいつもと違うと感じた。   ◇ 気圧の変化で耳に異常を感じた。 

では、竜巻から身を守るポイントは何でしょうか。屋内・屋外での竜巻から身を守るポイントを書

いておきます。 

【屋内の場合】 

●まずカーテンや雨戸を閉めて窓ガラスを守ります。そして窓から離れて頭を守りましょう。 

●竜巻では屋根が飛ばされるので２階は危険です。２階より１階、１階より地下というのが基本で

す。地下がないところは、開口部がほとんどなく風が吹き込まないトイレや浴室へ逃げ込みます。 

【屋外の場合】 

●頑丈な建物を探して逃げ込むこと。強風で倒れやすい電柱や樹木から離れましょう。 

●周囲に建物がない場合は、どこに逃げたらいいのでしょうか。竜巻の渦は実は自分では動かず、

上空の風によって流される方向が決まります。風向きを見て、流されない方向＝風下に逃げるのが

最終的な手段です。 

＜保護者の皆様へ＞防災教育の意味 

防災教育には、防災に関する基礎的・基本的事項を系統的に理解し、思考力、判断力を高め、働

かせることによって防災について適切な意志決定ができるようにすることをねらいとする側面があり

ます。また、一方で、当面している、あるいは近い将来予測される防災に関する問題を中心に取り上

げ、安全の保持増進に関する実践的な能力や態度、さらには望ましい習慣の形成を目指して行う側

面もあります。防災教育は、生徒の発達の段階に応じ、この２つの側面の相互の関連を図りながら、

計画的、継続的に行われるものです（学期に１回実施予定）。 

このことを、教育課程の領域に即して考えてみますと、主として、前者は保健体育科をはじめとして、

社会科（地歴・公民）・理科などの関連した内容のある教科や総合的な学習の時間などで取り扱い、

後者は、特別活動の学級活動や学校行事などで取り上げられることが多いと思います。 

なお、道徳教育は、生命の尊重をはじめ、きまりの遵守、公徳心、公共心など、安全な生活を営む

ために必要な基本的な内容の指導を行うこととされており、安全にとって望ましい道徳的態度の形

成という観点から、防災を含む安全教育の基盤としての意義をもっています。 

学習指導要領では、その総則において、安全に関する指導について規定されており、学校におい

ては、生徒の発達の段階を考慮して、学校の教育活動全体を通じて適切に行われるよう、関連する

教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動等における教育内容の有機的な関連を図りながら行

う必要があります。 

また、家庭や地域社会との連携を図りながら、日常生活において安全に関する活動の実践を促し、

生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう、開かれた学校づくりや

家庭や地域社会と連携した防災活動の展開に努め、地域ぐるみの防災教育を推進することも重要

であると考えます。 

機会がありましたら、ご家庭でも防災について、共通の話題として取り上げていただけたら幸いで

す。よろしくお願いいたします。 
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避難訓練 校長先生の話 11月 17日 
板櫃中の生徒のみなさん、こんにちは。今日は、竜巻を想定した避難訓練を行いました。避難訓練

を行う意味は、言うまでもなく、地震や火事、水害といった様々な災害から自分の身を守ることです。

災害が起きてから「どうしたらいいのか」を考えているようでは、もはや手遅れです。実際に避難訓

練をしてみて問題点が見えてきます。ある日突然やってく災害に対処できるよう、想像力を働かせて

避難してほしいと思います。先生からは、３つのことをお話しします。 

１点目は、想定外を想定するということです。自然災害が非常に多くなっています。竜巻が起こる、

バケツの水をひっくり返したような雨が降る、一晩で除雪が間に合わないほどの雪が降る、というの

は、これまであり得なかったことです。最近は、このような自然災害が身近で起きているのです。想定

外を想定して行動し危険から自分の身を守ってほしいと思います。 

２点目は、他人事ではなく、自分事と考えることです。ニュースで、放火事件があって多くの命が奪

われた、不審者が学校に侵入して多くの生徒が傷つけられた、マラソン大会で爆発物が仕掛けられ

多くの市民が犠牲になった等の事件が過去に報道されました。他人に起こっていることは、自分にも

起こりうることと捉えて、自分自身を守ってほしいと思います。 

３点目は、危機には、迅速な行動が必要だということです。自分は大丈夫だと簡単に考えないで、

状況を冷静に分析して、どう行動するのがベストかを判断し、適切で迅速な行動をしてほしいと思い

ます。あと１５秒早かったら助っていたのにということがないように、素早く非難することが重要です。

また、自分の命があって、はじめて人の命を助けられるものです。もちろん、人の命も大切ですが、ま

ずは自分の命を守り抜くことを第一に考えて行動してください。 

訓練にまじめに取り組むことが、「自分の命を守る」最初の１歩です。これからも命を守る避難訓

練には真剣に、まじめに参加してください。 

避難訓練とは別に大切な話をします。１１月１６日（木）の朝、北九州市内の市道で、通学中の小

学５年生が通行中の乗用車にはねられる、大変痛ましい事故が発生しました。板櫃中の周辺も交通

量が多く、住宅地内でも危険な場所があります。いつ、だれが、自動車の交通事故に巻き込まれるか

もしれません。今から話すことを守って自分自身の命を守りましょう。 

① 交通ルールを守り、登下校の際はふざけたり、遊んだりしながら登下校しないこと。 

② 歩道を歩く際は、広がらず、できるだけ車道から離れた場所を歩くこと。 

③ 歩道がない道路やガードレールが設置されていない歩 道を通行する際は、特に自動車等、周

囲の状況に気を付けて歩くこと。 

休みの日に自転車などで出かけるときも気を付けてください。これで、先生の話を終わります。 
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＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

避難訓練（竜巻）を実施しました！ 

 


